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北九州国際漫画祭2021
2021.12.11［SAT］▶ 2022.1.30［SUN］

「冴羽獠 VS 海坊主 ～墓場の決闘編～」
特別開催

入場
無料POP UP STOREPOP UP STORE

《協力》 
㈱講談社、㈱西日本新聞社、東アジア文化都市北九州実行委員会、
asianbeat FUKUOKA, JAPAN、㈱COLT

第6回「北九州国際漫画大賞」
優秀作品展

「日中韓新人MANGA選手権2021」
報告展

《協力》
Summer Zoo/夏天島工作室（中国）、韓国漫画映像振興院

「釡山ウェブトゥーンフェスティバル」
出張展示

《協力》
財団法人 釜山情報産業振興院、釜山グローバルウェブトゥーンセンター

同
時
開
催

一般200円、学生・高校生以下 無料
【以下の場合、企画展入館料無料】
●当日の常設展チケット（一般：480円）の提示者　●年間パスポート提示者　
●学生証提示者（大学、短大、専門学校、高専等）
●療育手帳・身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその付添人（付添人については
　1名まで。なお、身体障害者の付添人は、当該身体障害者手帳の等級が1級～4級までの場合に限る）。

【以下の場合、企画展入館料2割引】
●市内及び下関市・福岡市・熊本市・鹿児島市在住で65歳以上であることが確認できる方

入 館 料

主催 : 北九州市漫画ミュージアム　　後援 : ポーランド共和国大使館、ポーランド広報文化センター
協力 : International Festival of Comics and Games in Lodz, Izumi Yoshida, Frédéric Toutlemonde　
企画協力 : 株式会社 イデッフ

〒802-0001 北九州市小倉北区浅野2-14-5 あるあるCity5・6階
TEL 093-512-5077  https://www.ktqmm.jp
開館時間 : 11:00～19:00（最終入館18:30） 
休 館 日 : 毎週火曜日（ただし12月28日、1月4日は特別開館）、年末年始（12月31日～1月3日）

令和3年度 文化庁国際文化芸術発信拠点形成事業

CulCulかるかる

Culture&Cultivate
特集 北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト

美術｜美術館へ行こう！
漫画｜漫画と北九州

イベントカレンダー

北九州市の芸術文化情報マガジン　 （公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture
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12月5日（日）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



　
ひ
な
ま
つ
り
と
共
に
長
崎
街
道
の

歴
史
も
併
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
「
長
崎
街
道
ひ
な
ま
つ
り　
木
屋

瀬
宿
～
立た

て

場ば

茶ぢ
ゃ

屋や

銀い
ち
ょ
う杏
屋や

」
を
今
年

も
開
催
い
た
し
ま
す
。
旧
長
崎
街
道

沿
い
観
光
文
化
施
設
４
館
が
連
携
し
、

ひ
な
人
形
や
ひ
な
ま
つ
り
に
関
連
す

る
展
示
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館

　
宿
場
に
ま
つ
わ
る
史
料
を
中
心
に

木
屋
瀬
の
歴
史
を
紹
介
・
展
示
す
る

「
み
ち
の
郷
土
史
料
館
」
と
、
地
域

の
文
化
的
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
芝
居
小
屋
風

多
目
的
ホ
ー
ル
「
こ
や
の
せ
座
」
の

２
施
設
か
ら
な
り
、
江
戸
時
代
に
存

在
し
た
木
屋
瀬
宿
の
本
陣
・
脇
本
陣

跡
地
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
は
、
み
ち
の

郷
土
史
料
館
企
画
展
示
室
に
て
ひ
な

人
形
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、天
保
時
代
に
制
作
さ
れ
た〝
天

保
び
な
〟
な
ど
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
み
ち
の
郷
土
史
料
館
に
訪
れ
、

ひ
な
ま
つ
り
や
長
崎
街
道
の
豆
知
識

を
携
え
て
他
施
設
を
巡
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

旧
高
崎
家
住
宅
（
伊い

馬ま

春は
る

部べ

生せ
い

家か

）

　
高
崎
家
は
１
８
５
１
（
嘉
永
４
）

年
の
頃
は
絞こ

う

蝋ろ
う

業
、
１
８
７
３
（
明

治
６
）
年
ご
ろ
に
は
醤

し
ょ
う

油ゆ

醸
造
業
を

営
ん
で
い
た
木
屋
瀬
の
商
家
で
す
。

放
送
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
伊
馬
春

部
（
本
名
：
高
崎
英
雄
、
１
９
０
８

～
１
９
８
４
年
）
の
生
家
で
も
あ
り
、

現
在
の
建
物
は
１
８
３
５
（
天
保

６
）
年
に
建
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

江
戸
時
代
末
期
の
代
表
的
宿
場
建
築

と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
一

般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
は
、
屋
敷
の

中
に
約
６
０
０
体
の
ひ
な
人
形
が
展

示
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
江
戸
時
代
に

制
作
さ
れ
た
人
形
も
あ
り
、
趣
あ
る

建
物
と
併
せ
て
来
館
者
を
楽
し
ま
せ

ま
す
。

江
戸
あ
か
り
の
民み

ん

藝げ
い

館か
ん

　
館
長
兼
医
者
で
あ
る
佐
藤
伸
一
さ

ん
は
内
視
鏡
で
手
術
を
行
う
際
、
患

部
を
照
ら
す
「
明
か
り
」
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
で
江
戸
時
代
の
明
か
り

に
関
す
る
多
く
の
資
料
を
独
自
に
収

集
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
研

究
者
や
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
資
料
館
で
す
。

　
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
は
、
江
戸
時

代
の
大
名
家
や
武
家
由
来
の
ひ
な
道

具
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
ひ
な

道
具
は
、
実
物
の
道
具
を
作
る
職
人

た
ち
が
制
作
し
て
い
る
た
め
、
非
常

に
精
巧
な
仕
上
が
り
な
の
も
特
徴
で

す
。
江
戸
あ
か
り
の
民
藝
館
で
、
貴

重
な
ひ
な
道
具
の
数
々
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

立
場
茶
屋
銀
杏
屋

　
銀
杏
屋
は
、
１
８
３
６
年
の
大
火

の
後
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
、
江
戸

時
代
に
長
崎
街
道
の
黒
崎
宿
と
木
屋

瀬
宿
の
間
に
設
け
ら
れ
た
休
憩
所
で

す
。
一
般
の
農
家
で
あ
り
な
が
ら
書

院
造
に
さ
れ
た
「
上
段
の
間
」
が
母

屋
と
一
緒
に
一
棟
で
建
て
ら
れ
て
い

る
極
め
て
珍
し
い
屋
敷
で
、
県
の
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ひ
な
ま
つ
り
の
期
間
は
、
「
大
名

び
な
」
と
呼
ば
れ
る
手
作
り
の
巨
大

び
な
や
、
色
と
り
ど
り
の
さ
げ
も
ん

で
書
院
造
の
「
上
段
の
間
」
が
飾
り

付
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
表
に
は
小

さ
く
か
わ
い
ら
し
い
「
竹
び
な
」
が

並
び
、
来
館
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
４
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
ひ
な
飾
り
が

一
つ
一
つ
違
っ
た
雰
囲
気
を
演
出
す

る
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
由
緒

あ
る
脇
街
道
の
長
崎
街
道
と
、
歴
史

を
感
じ
る
古
風
な
町
並
み
が
多
く
残

る
宿
場
町
木
屋
瀬
を
散
策
し
な
が
ら

ゆ
る
り
と
施
設
め
ぐ
り
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 旧高崎家住宅（伊馬春部生家）

江戸あかりの民藝館立場茶屋銀杏屋

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
　最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

Information
【お問合せ】093(619)1149
◎長崎街道木屋瀬宿記念館
2月12日(土)～3月27日(日)

※�入館料(一般240円、高校生120円、小中学生60円)が必要、�
月曜休館（祝日の場合は翌日）
◎旧高崎家住宅（伊馬春部生家）
2月12日(土)～3月27日(日)　※月曜休館(祝日の場合は翌日)

◎江戸あかりの民藝館
2月12日(土)～3月27日(日)

※�江戸あかりの民藝館は期間中の土日祝のみ開館
◎立場茶屋銀杏屋
2月13日(日)～3月13日(日)　※月曜休館

長崎街道ひなまつり　
木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋 Cul
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北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

長崎街道ひなまつり
学芸員　加 藤  悠 Yu Kato
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4月2日（金）PMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



人
の
気
持
ち
は
な
に
か
と
行
き
違

う
も
の
だ
。
学
校
に
関
わ
る
仕
事
、

し
か
も
「
気
持
ち
」
を
扱
う
教
科
を

担
当
し
て
い
る
と
、
嫌
で
も
そ
う
い

っ
た
い
ざ
こ
ざ
を
目
に
し
、
悩
み
を

聞
く
立
場
に
な
っ
た
り
も
す
る
。

　
先
日
、
一
人
の
生
徒
が
友
達
と
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
相
談
に
来
た
。

「
私
が
Ａ
さ
ん
に
×
×
っ
て
言
っ
た

ら
、
そ
れ
を
Ａ
さ
ん
が
誤
解
し
て
、

Ｂ
さ
ん
に
私
の
悪
口
を
言
っ
て
、
そ

れ
で
私
は
△
△
と
言
っ
て
…
…
」
と

「
言
っ
た
」
を
連
発
し
て
状
況
を
説

明
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
ま
で

言
葉
を
尽
く
し
て
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
誤
解
が
解
け
な
い
の
だ
ろ
う
、

理
解
し
あ
え
な
い
の
だ
ろ
う
と
、
も

っ
と
突
っ
込
ん
で
話
を
聞
い
て
み
て

仰
天
し
た
。
な
ん
と
「
言
っ
た
」
と

い
う
表
現
は
す
べ
て
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
書

い
た
」
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
」

と
い
う
こ
と
な
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

一
言
も
「
生
」
で
言
葉
を
交
わ
し
て

い
な
い
状
態
で
「
言
っ
た
」
「
言
わ

な
い
」
と
揉も

め
て
い
る
の
だ
。
こ
れ

に
は
、
ど
う
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
れ
ば
い
い
か
、
文
字
通
り
「
何
も

言
え
な
い
」
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
伝
え
た
い
こ
と
を
文
章
で
表
す
行

為
を
、
「
言
う
」
と
表
現
し
て
も
間

違
い
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が

効
果
的
な
と
き
も
あ
る
は
ず
だ
。
た

だ
、
「
言
う
」
と
い
う
表
現
に
は
、

や
は
り
、
対
面
で
、
声
を
発
す
る
行

為
を
あ
て
は
め
た
い
。
そ
う
で
な
く

レ
ー
ス
』

▽
八
幡
南
高
校
『
リ
ス
タ
ー
ト
』

▽
中
間
高
校
『
僕
ら
の
生
き
方
で
』

▽
戸
畑
高
校
『
「
さ
よ
な
ら
」
の
作

り
方
』

▽
北
九
州
高
校
『Call M

e Again

』

▽
明
治
学
園
高
校
『
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

戦
線
』

▽
小
倉
高
校
『
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
の

方
程
式
』

▽
ひ
び
き
高
校
『
頁
―
ペ
ー
ジ
―
』

　
今
年
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響

で
、
大
会
直
前
ま
で
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
な
い
状
態
の
学
校
が
ほ
と
ん
ど

で
、
そ
の
せ
い
か
、
参
加
校
も
例
年

よ
り
も
ぐ
っ
と
少
な
く
、
10
校
だ
っ

た
。
中
に
は
、
本
番
直
前
ま
で
脚
本

を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

学
校
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
、

そ
の
う
ち
の
８
校
は
、
生
徒
が
書
い

た
脚
本
で
大
会
に
臨
ん
だ
。

　
県
大
会
で
、
も
う
一
度
作
品
を
上

演
す
る
権
利
が
も
ら
え
る
「
最
優
秀

校
」に
選
ば
れ
た
の
は（
こ
れ
を「
勝

つ
」
「
負
け
る
」
と
表
現
す
る
人
た

ち
も
い
る
が
、
個
人
的
に
は
そ
の
表

現
は
使
い
た
く
な
い
）
、
門
司
学
園

高
校
、
戸
畑
高
校
、
小
倉
高
校
の
３

校
。
初
演
よ
り
も
さ
ら
に
、
舞
台
上

で
気
持
ち
の
熱
を
伝
え
あ
い
、
そ
れ

を
客
席
に
も
し
っ
か
り
と
届
け
る
こ

と
の
で
き
る
作
品
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
。

　
「
言
」
と
い
う
漢
字
は
、
「
口
」

の
上
に
「
取
っ
手
の
あ
る
刃
物
」
が

乗
っ
て
い
る
形
か
ら
来
て
い
る
も
の

ら
し
い
。
考
え
て
み
れ
ば
い
さ
さ
か

剣け
ん

呑の
ん

な
形
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
慎
重

に
、
丁
寧
に
使
う
べ
き
も
の
、
大
事

に
守
る
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
演

劇
に
関
わ
る
人
は
そ
れ
を
知
っ
て
い

る
。
私
は
そ
う
信
じ
た
い
。

て
は
、
言
葉
に
宿
る
だ
ろ
う
熱
は
伝

わ
ら
ず
、
伝
わ
る
の
は
情
報
だ
け
。

人
の
気
持
ち
を
変
え
る
力
を
持
ち
得

な
い
。

　
そ
う
思
う
か
ら
、
私
は
演
劇
に
魅

力
を
感
じ
、
関
わ
り
つ
づ
け
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
「
生
」
で
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
の
魅
力
を
知
る
人
は
、
絶

え
た
り
は
し
な
い
。
10
月
、
北
九
州

芸
術
劇
場
で
、
「
令
和
３
年
度
高
文

連
演
劇
部
門
北
九
州
地
区
大
会
」

（
10
月
30
日
・
31
日
／
北
九
州
芸
術

劇
場
中
劇
場
）
が
行
わ
れ
、
高
校
生

た
ち
の
熱
が
劇
場
を
彩
っ
た
。

　
参
加
校
は
以
下
の
通
り
。

▽
小
倉
商
業
高
校
『
さ
よ
な
ら　
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
』

▽
東
筑
高
校
『
夜
明
け
を
待
ち
続
け

る
僕
ら
』

▽
門
司
学
園
高
校
『
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
・

「生」の言葉

門司学園高校『ガラパゴス・レース』

戸畑高校『「さよなら」の作り方』

小倉高校『ジャンヌダルクの方程式』

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
　最新の情報は各施設のホームページをご確認ください2022. January / FebruaryCulCul
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演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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9月27日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



中国での清張受容
〈新境地〉の芽生え

　
昨
年
開
催
し
た
特
別
企
画
展
『
松

本
清
張
と
東
ア
ジ
ア
Ⅱ
』
の
話
題
も

こ
れ
で
３
度
目
、
食
傷
気
味
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
と
っ
て
お
き
の
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
し
ば
し
お

付
き
合
い
く
だ
さ
い
。
図
録
な
ど
で

紹
介
で
き
な
か
っ
た
、
中
国
の
清
張

受
容
の
〈
新
境
地
〉
に
つ
い
て
の
報

告
で
す
。

　

松
本
清
張
生
誕
１
０
０
年
の
年

（
２
０
０
９
年
）
の
３
年
後
、
中
国

で
は
『
日
本
の
黒
い
霧
』
と
『
深
層

海
流
』
が
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
再

刊
（
文
潔
若
訳
）
さ
れ
、
同
年
『
宮

部
み
ゆ
き
責
任
編
集　
松
本
清
張
傑

作
短た

ん

篇ぺ
ん

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
（
新
星
出

版
社
、
以
下
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
）

が
翻
訳
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
同
書
が
、

松
本
清
張
の
「
人
と
作
品
」
を
立
体

的
に
紹
介
し
た
意
味
は
大
き
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
あ
る
意
味
で
こ
の

出
版
企
画
自
体
が
、
中
国
読
者
が
清

張
作
品
の
全
体
像
を
受
け
入
れ
る
段

階
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
証
し
て

い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
同
年
、
北
京
読
客
図
書
有
限
公
司

（
以
下
、
読
客
）
が
『
読
客
全
球
頂

級
暢
銷
小
説
文
庫
』
（
以
下
、
『
読

客
小
説
文
庫
』
）
の
刊
行
を
開
始
し
、

第
１
冊
目
の
『
日
本
を
裏
切
っ
た
日

本
人
』
（
「
球
形
の
荒
野
」
）
か
ら

第
10
冊
ま
で
を
、
清
張
の
長
編
作
品

が
占
め
ま
し
た
。
推
理
小
説
が
主
で

す
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
翻
訳

出
版
は
こ
れ
ま
で
に
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
出

版
と
併
せ
て
、
中
国
読
者
の
清
張
受

容
意
識
の
深
化
の
一
端
を
現
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
２
０
１
３
年
に
は
自
伝

的
作
品
『
半
生
の
記
』
が
広
西
師
範

大
学
出
版
社
か
ら
翻
訳
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
同
作
は
86
年
に
安
徽
人
民
出

版
社
か
ら
刊
行
済
み
で
す
が
、
松
本

清
張
の
半
生
の
紹
介
は
再
読
さ
れ
る

こ
と
で
、
清
張
作
品
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
20
～
21
年
ま
で
の
間
に
は
、
10
の

出
版
社
か
ら
『
聖
獣
配
列
』
や
『
火

と
汐し

お

』
な
ど
の
13
作
品
が
翻
訳
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
別
に
、
18
～
19
年
に

出
版
さ
れ
た
読
客
の
『
読
客
外
国
小

説
文
庫
』
と
、
17
～
20
年
に
出
版
さ

れ
た
人
民
文
学
出
版
社
の
『
松
本
清

張
短
経
典
系
列
（
短
編
シ
リ
ー
ズ
）』

は
、
と
く
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　
前
者
の
『
読
客
外
国
小
説
文
庫
』

は
、
『
眼
の
壁
』
『
水
の
肌
』
『
夜

光
の
階
段
』
『
黒
革
の
手て

帖ち
ょ
う』
『
馬

を
売
る
女
』
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
前
に
出
た
『
読
客
小
説
文
庫
』

の
10
作
品
も
現
在
発
売
中
で
、
こ
の

『
外
国
小
説
文
庫
』
シ
リ
ー
ズ
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

読
客
は
12
～
19
年
の
間
に
清
張
の
長

編
の
代
表
作
を
15
編
翻
訳
出
版
し
、

現
在
そ
の
す
べ
て
を
『
読
客
外
国
小

説
文
庫
』
の
名
の
下
に
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
販
売
し
て
い
る
の
で
す
（
写
真

１
）
。

　
こ
の
長
編
シ
リ
ー
ズ
と
相
補
う
よ

う
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
人
民
文
学

出
版
社
の『
松
本
清
張
短
経
典
系
列
』

で
す
（
写
真
２
）
。
ま
ず
17
～
18
年

に
、
『
西
郷
札
』
『
駅
路
』
『
或
る

「
小
倉
日
記
」
伝
』
『
黒
地
の
絵
』

『
張
込
み
』
『
佐
渡
流
人
行
』
が
翻

訳
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

日
本
の
新
潮
文
庫
の
『
傑
作
短
編
集

（
一
～
六
）
』
の
翻
訳
で
す
。
そ
の

続
巻
と
し
て
20
年
に『
憎
悪
の
依
頼
』

『
眼
の
気
流
』
『
共
犯
者
』
の
短
編

集
が
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
清
張
生
誕
１
０
０
年

以
降
の
、
中
国
で
の
清
張
作
品
の
翻

訳
出
版
の
跡
を
追
っ
て
み
る
と
、
過

去
の
出
版
状
況
に
比
べ
て
、
そ
の
翻

訳
さ
れ
た
作
品
領
域
の
広
さ
と
出
版

の
集
中
度
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
『
日
本
の
黒
い
霧
』

な
ど
の
現
代
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

が
再
刊
さ
れ
、
『
砂
の
器
』
な
ど
の

社
会
派
推
理
小
説
の
代
表
作
の
新
版

が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
伝
的
作

品
『
半
生
の
記
』
が
翻
訳
さ
れ
、
清

張
の
「
人
と
作
品
」
を
立
体
的
に
紹

介
す
る
、
宮
部
み
ゆ
き
責
任
編
集
の

『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
よ
う
な
も
の

も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
生
誕
１

０
０
年
の
盛
り
上
が
り
が
耕
し
た
新

開
地
に
、
『
読
客
外
国
小
説
文
庫
』

シ
リ
ー
ズ
や
『
松
本
清
張
短
経
典
系

列
』
は
芽
吹
い
た
の
で
す
。
こ
の
芽

吹
き
が
、
企
画
展
で
紹
介
し
た
韓
国

の
『
清
張
ワ
ー
ル
ド
・
シ
リ
ー
ズ
』

と
同
じ
よ
う
に
、
「
推
理
小
説
家
で

あ
り
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
あ

り
歴
史
家
」
で
も
あ
り
、
ま
た
現
代

小
説
家
、
歴
史
・
時
代
小
説
家
で
も

あ
る
、
松
本
清
張
の
全
体
像
を
紹
介

す
る
、
本
格
的
な
清
張
受
容
へ
と
着

実
に
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写真1　『黒革の手帖』
（『読客外国小説文庫』）　中国　2018

写真2　『或る「小倉日記」伝』
（『松本清張短経典系列』）　中国　2017

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
　最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

Information

北九州市立松本清張記念館
小倉北区城内2の3
093(582)2761
【常設展観覧料】（企画展観覧料を含む）
一般600円　中高生360円
小学生240円
【休館・開館時間】
月曜日（月曜日が休日の場合は翌日）
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

hiroba
文芸 清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館 
学芸担当主任

中 川 里 志 Satoshi Nakagawa
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5月25日（月）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
監
督
の
『
ミ
ッ

ド
ナ
イ
ト
・
イ
ン
・
パ
リ
』
（
２
０

１
１
年
）
は
、
小
説
家
志
望
の
ア
メ

リ
カ
人
ギ
ル
が
１
９
２
０
年
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
尊
敬
す
る
ヘ
ミ

ン
グ
ウ
ェ
イ
や
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
ら
と
交
流
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
映
画
で
す
。
著
名
な
文
学
者
や
音

楽
家
、
画
家
た
ち
と
対
面
し
大
興
奮

の
ギ
ル
で
す
が
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

女
性
ア
ド
リ
ア
ナ
は
、
「
現
在
」
よ

り
も
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
の
時
こ

そ
、
パ
リ
が
最
も
輝
い
て
い
た
と
語

り
ま
す
。

　
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク（
良
き
時
代
）」

と
は
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
、
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
と
文
化

が
大
き
く
発
展
し
た
時
期
を
指
す
呼

び
名
で
、
後
世
の
人
々
が
当
時
の
繁

栄
を
懐
か
し
ん
で
用
い
た
も
の
で
す
。

映
画
の
後
半
、
ギ
ル
と
ア
ド
リ
ア
ナ

は
そ
の
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
、
と
あ
る
キ
ャ
バ
レ
ー

に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
そ
こ
で
目
に

す
る
の
が
、
画
家
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
で
す
。

　
現
在
、
北
九
州
市
立
美
術
館
で
開

催
中
の
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
ベ
ル
・

エ
ポ
ッ
ク
の
巴
里

―
１
９
０
０

年
」
は
、
ま
さ
に
ア
ド
リ
ア
ナ
が
憧

れ
た
時
代
の
パ
リ
の
美
術
に
焦
点
を

当
て
た
展
覧
会
で
す
。
そ
し
て
ベ
ル

・
エ
ポ
ッ
ク
の
シ
ー
ン
で
真
っ
先
に

登
場
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
を
代

表
す
る
画
家
の
一
人
が
ロ
ー
ト
レ
ッ

ク
な
の
で
す
。

　
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
南
フ
ラ
ン
ス
の

名
門
貴
族
の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
少
年
時
代
の
骨
折
が
原
因
で
両

脚
の
成
長
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
画
家
を
志
し
て
古
典
的
な

技
法
を
学
び
ま
す
が
、
や
が
て
モ
ン

マ
ル
ト
ル
の
歓
楽
街
、
と
く
に
キ
ャ

バ
レ
ー
「
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
」

に
入
り
浸
り
、
夜
の
街
の
人
々
を
描

き
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
奔
放
な
生

活
が
た
た
り
、
36
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
人
生
の
ド
ラ
マ
性
も
あ
っ

て
か
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
そ
の
他
の

映
画
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

監
督
の
『
赤
い
風
車
』
（
１
９
５
２

年
）
は
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
を
主
人
公

と
し
た
伝
記
映
画
で
す
。
こ
の
映
画

で
親
し
い
友
人
と
し
て
登
場
す
る
ジ

ャ
ヌ
・
ア
ヴ
リ
ル
は
、
本
展
出
品
作

《
エ
グ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
嬢
一
座
》

（
図
１
）
の
左
奥
に
描
か
れ
て
い
る

踊
り
子
で
す
。
彼
女
は
ロ
ー
ト
レ
ッ

ク
の
お
気
に
入
り
の
モ
デ
ル
で
、
も

う
１
点
《
デ
ィ
ヴ
ァ
ン
・
ジ
ャ
ポ

ネ
》
（
図
２
）
で
も
主
要
人
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。
「
デ
ィ
ヴ
ァ
ン
・
ジ

ャ
ポ
ネ
」
は
キ
ャ
バ
レ
ー
の
店
名
で

す
が
、
「
日
本
の
寝
椅
子
」
を
意
味

す
る
そ
の
名
の
通
り
、
日
本
風
の
内

装
が
施
さ
れ
、
店
員
も
着
物
を
着
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
（
日
本
趣
味
）
」
が
流
行
し
て
お

り
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
自
身
も
着
物
を

身
に
着
け
、
日
本
人
形
を
手
に
す
る

肖
像
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の

日
本
通
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
日
本

趣
味
が
表
れ
て
い
る
の
が
、
バ
ズ
・

ラ
ー
マ
ン
監
督
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映

画
『
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
』
（
２

０
０
１
年
）
で
す
。
１
９
０
０
年
の

パ
リ
が
舞
台
な
が
ら
、
ク
イ
ー
ン
や

マ
ド
ン
ナ
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
な
ど
の

曲
を
大
胆
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
で

も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
登

場
す
る
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
か
な
り
脚

色
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
人
物
像
か

ら
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
が
、
和
服

の
よ
う
な
装
い
を
見
せ
る
場
面
は
、

彼
の
日
本
趣
味
を
知
る
人
な
ら
〝
ニ

ヤ
リ
〟
と
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
ち
な
み
に
、
『
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・

イ
ン
・
パ
リ
』
で
ギ
ル
が
最
初
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
１
９
２
０
年
代

の
シ
ー
ン
に
も
、
ピ
カ
ソ
や
ダ
リ
、

マ
ン
・
レ
イ
な
ど
の
芸
術
家
が
登
場

し
ま
す
。
美
術
館
で
彼
ら
の
作
品
を

知
っ
て
か
ら
映
画
を
見
る
か
、
映
画

を
見
て
か
ら
美
術
館
に
行
く
か
。
ど

ち
ら
も
お
す
す
め
の
楽
し
み
方
で
す
。

映
画
と
楽
し
む

「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
ベル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
巴パ

里リ�
�

―
―
１
９
０
０
年
」

図1　トゥールーズ＝ロートレック
《エグランティーヌ嬢一座》1896年

図2　トゥールーズ＝ロートレック
《ディヴァン・ジャポネ》1893年

（参考図版）和装するロートレック

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
　最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

Information

【会場】北九州市立美術館本館
【会期】開催中～2月6日（日）
【開館時間】午前9時30分～午後5時30分
（入館は午後5時まで）
【観覧料】一般1200（1000）円　高大生800（600）円　
小中生600（400）円
※（　）内は20名以上の団体料金
※障害者手帳提示の方は無料
　年長者施設利用証（北九州市交付のもの）提示の方は
　2割減免
【お問合せ】093（882）7777

ロートレックと 
ベル・エポックの巴里―1900年

2022. January / FebruaryCulCul

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

小松 健一郎 Kenichiro Komatsu

5

5月29日（金）PMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
２
１

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
２
０
２
１
年
も
力
い
っ
ぱ
い
漫
画

を
通
し
て
国
際
文
化
交
流
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
企
画
と
と
も
に

そ
れ
ら
交
流
事
業
を
ご
報
告
す
る

「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
２
１
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
６
年
目
を
迎
え
た
４
コ
マ

漫
画
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
北
九
州
国
際

漫
画
大
賞
」
か
ら
。
例
年
で
あ
れ
ば

12
歳
以
下
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
に
「
走

る
」
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
一
般

部
門
は
特
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
趣
向
を
変
え
て
今

回
は
一
般・ジ
ュ
ニ
ア
部
門
と
も「
食

べ
る
」
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で
募

集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
22
の
国
と

地
域
か
ら
１
２
７
１
点
、
４
コ
マ
漫

画
の
素
晴
ら
し
い
力
作
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
で
選
ば
れ
た

一
般
部
門
・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
合
わ
せ

て
１
２
０
点
余
り
の
入
選
・
優
秀
作

品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
・
中
国
・
韓
国
３

カ
国
の
若
手
漫
画
家
が
、
限
ら
れ
た

時
間
内
で
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
も

と
に
漫
画
を
描
き
上
げ
て
い
く
「
日

中
韓
新
人
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
選
手
権
２
０

２
１
」
の
様
子
も
た
っ
ぷ
り
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
は
通
常
各
国
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
20
年
に

引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
結
ぶ
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
21
年
は
日
本
が
開

催
国
と
な
り
、
各
国
選
手
た
ち
が
真

剣
に
課
題
に
取
り
組
み
腕
を
競
い
ま

し
た
。
３
カ
国
の
選
手
が
制
作
し
た

熱
量
あ
ふ
れ
る
課
題
作
品
を
パ
ネ
ル

や
映
像
で
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
韓
国
の
釜
山
で
毎
年
開
催

さ
れ
る
「
釜
山
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
21
年
出
展
作
品

も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
人
の
往
来

を
伴
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
ど
れ
も
叶か

な

い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

で
漫
画
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
人 

々
の
息
吹
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

　
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
戦
後
コ
ミ

ッ
ク
史
を
俯ふ

瞰か
ん

し
つ
つ
、
７
人
の
現

代
作
家
を
ご
紹
介
す
る
「
ポ
ー
ラ
ン

ド
コ
ミ
ッ
ク
展
」
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く

だ
さ
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
コ
ミ

ッ
ク
市
場
は
現
在
活
況
を
呈
し
て
お

り
、
力
強
い
作
品
を
50
点
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
展
示
室
で
は
北
九
州

ゆ
か
り
作
家
・
北
条
司
さ
ん
の
期
間

限
定
シ
ョ
ッ
プ
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

クシシトフ・ガブロンキェビッチ「ミクロポリス、未知の土地」
ⒸKrzysztof Gawronkiewicz

プシェミィスワワ・トゥルシチンス
キー・トゥルスト「社会的な理由」
ⒸPrzemysław Truściński

ベレニカ・コウォミツカ「小さな 
狐(きつね)と大きな猪(いのしし)」
ⒸBerenika Kołomycka

クシシトフ・オストロフスキ
「ローマ法王と将軍」
ⒸKrzysztof Ostrowski

ヤクブ・レベルカ「ユダ」
ⒸJakub Rebelka

ミハウ・アルクシンスキ「仕事」
ⒸMichał Arkusiński

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
　最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

Information

【場所】北九州市漫画ミュージアム企画展示室
(あるあるCity5F)
【開催期間】12月11日(土)～1月30日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時（最終入館午後6時30分）
【休館日】毎週火曜日(ただし12月28日、1月4日は特別開館)、
年末年始(12月31日～1月3日)
【入館料】一般200円　学生・高校生以下無料
※�詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページを
　ご覧ください
　https://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

北九州国際漫画祭2021

hiroba
漫画 漫画と北九州

北九州市漫画ミュージアム　 
学芸研究員

柴 田 沙 良 Sara Shibata
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11月27日（金）PMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



次回の情報誌（冊子）発行は３月（３・４月号）です

Facebookページ  更新中！
メディアサイト『CulCul・かるかる』の更新情況やタイムリー
なトピックをお届けします‼
Facebookにアクセス「CulCul・かるかる」で検索☜

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
●主なコンテンツ
・『CulCul・かるかる』最新号の記事
・イベント情報  ・イベントカレンダー
・文化施設案内 ・かるかるバックナンバー
・関連リンク　ほか

ウェブで情報発信中！

http://www.kitakyushu-culcul.jp
スマホ・パソコンから

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

かるかる 3・4月号の《初校》原稿の送付   返信先　 FAX 093-562-3029
メール m-okaguchi@kicpac.jp

(公財)北九州市芸術文化振興財団　かるかる担当：岡口
TEL 093-562-2520　

※以下の掲載内容についてご確認いただきますようお願いいたします。
※修正、追加などの変更はFAXまたはメールでご返送ください。（修正がない場合でもその旨メールか下記の □修正なし にチェックしてご返送ください。）
※施設詳細（アクセス方法・バス停名・休館日など）に変更がある場合も必ずFAX・メールにてご返送ください。
※誤植を防ぐため、主催者様への確認はできる限り文書にて行っていただきますようお願いいたします。

　 以下の内容について　
　 □ 修正あり　　□ 修正なし

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

12月11日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます
　必ず各問合せ先または施設へご確認ください

障害者手帳減免があります
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1・2 月

2022.  January / Februaryかるかる

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2022.1.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　総務経営課　〒 803-0812 北九州市小倉北区室町 1－1－1－11－5F
　TEL:093（562）2520　FAX:093（562）3029　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第2110003A号

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

■�北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）　
「北九州市立美術館」徒歩1分　 210台　 月曜日(祝日・振替休日の場合翌日休館)、年末年始（12/29～1/3）北九州市立美術館本館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅱ　特集 動物たちのいるところ（後期） 障
香月泰男の作品を中心に、動物をモチーフにした作品を紹介する 11/2㈫～1/23㈰

一般 ￥300
高大生 ￥200
小中生 ￥100

※20名以上の団体料金
　一般 ￥240　高大生 ￥160
　小中生 ￥80 北九州市立美術館

093（882）7777企
画
展
示
室

ロートレックとベル・エポックの巴里―1900年 障
ロートレックの作品を中心に華やかな時代を映し出したパリの芸術を紹介 12/18㈯～2/6㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 600

※20名以上の団体料金
　一般 ￥1000　高大生 ￥600
　小中生 ￥400

ア
ネ
ッ
ク
ス
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

第31回 日専連 全国児童版画コンクール（北九州の部）
版画

1/12㈬
～16㈰

9:30～
17:00

無　料
※1/16㈰は15:30まで

協同組合 日専連北九州
093（521）7550【永松】

高文連北九州地区写真展
写真

1/18㈫
～23㈰

9:30～
17:30

無　料
※1/23㈰は16:30まで

高文連写真部門北九州地区
093（571）1738【福来】

志徳幼稚園・志井幼稚園の年長組による紙版画展
版画

1/25㈫
～30㈰

9:30～
17:30

無　料
※1/30㈰は17:00まで

学校法人 村端学園
093（961）1948【村端】



かるかる 3・4月号の《初校》原稿の送付   返信先　 FAX 093-562-3029
メール m-okaguchi@kicpac.jp

(公財)北九州市芸術文化振興財団　かるかる担当：岡口
TEL 093-562-2520　

※以下の掲載内容についてご確認いただきますようお願いいたします。
※修正、追加などの変更はFAXまたはメールでご返送ください。（修正がない場合でもその旨メールか下記の □修正なし にチェックしてご返送ください。）
※施設詳細（アクセス方法・バス停名・休館日など）に変更がある場合も必ずFAX・メールにてご返送ください。
※誤植を防ぐため、主催者様への確認はできる限り文書にて行っていただきますようお願いいたします。

　 以下の内容について　
　 □ 修正あり　　□ 修正なし

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　 音楽　 美術・展示　 映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます
　必ず各問合せ先または施設へご確認ください

障害者手帳減免があります 8

1・2 月 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州伯林的管弦楽団演奏会
交響曲第2番（シューマン）ほか。指揮：大河内雅彦 1/9㈰ 15:00 無　料 北九州ベルリン・フィル

090（5938）6981

新春歌まつり
戸畑区で活動するカラオケの団体の発表会 1/16㈰ 10:00 ￥1000 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部　第16回定期演奏会
映画「タイタニック」メドレーなど 2/20㈰ 13:30

無　料
（要入場整理券）

※入場整理券は学校ホーム
ページから申し込み

福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部
093（571）1738【橋本】

西南女学院創立100周年記念コンサート
出演：森野由み　完戸真人　吉冨淳子　福田のぞみ　植村和彦　音楽部OG 2/23㈬・㈷ 15:00

無　料
（要入場整理券）

※対象：小学生以上

学校法人 西南女学院総務課　
093（583）5033【姫野】

北九州子ども劇場　2月低学年部高学年部合同小6まで例会
「なんちゃってヒーロー」（劇団うりんこ） 2/27㈰ 18:00 会　費 北九州子ども劇場

093（884）3834

中
ホ
ー
ル

ウェルとばた映画上映会　
「だってしょうがないじゃない」 2/13㈰

【午前の部】
10:30～
12:30

【午後の部】
14:00～
16:00

￥700

※ペア鑑賞券￥1000
※親子鑑賞室利用不可

ウェルとばた総合案内
093（871）7200

SAKURA JAPAN MUSIC COMPETITION 2022 福岡大会 2/26㈯ 11:00 無　料 さくらMusic office
03（3224）9112【大塚】

交
流

プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演：北九州グランフィルハーモニー管弦楽団 1/13㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　
「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）および館内整理日北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

福岡県立八幡中央高等学校芸術コース第22回卒業制作展
洋画・彫刻・工芸・書・その他

1/4㈫
～9㈰

9：00～
17：30

無　料
※1/9㈰は16:30まで

福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【岡田】

北九州市立年長者研修大学校　穴生学舎　修了記念作品展
洋画・書・写真

1/31㈪
～2/6㈰

10:00～
17:30

無　料
※1/31㈪は15:30から、
　2/5㈯、6㈰は15:00まで

穴生学舎
093（645）6688【小川】

第7回一東書道会　福岡・熊本支局展
書

2/18㈮
～20㈰

9:00～
17:00

無　料
※2/18㈮は13:00から、
　20㈰は16:00まで

一東書道会 福岡支局
0940（32）5575【金子】

展
示
室
１

波多野雅子絵画教室展
洋画

1/11㈫
～16㈰

10:00～
17:00

無　料
※1/16㈰は16:00まで

波多野雅子絵画教室
093（602）4729【大川】

北九州市教職員文化展
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他

1/22㈯
～23㈰

10:00～
18:00

無　料
※1/23㈰は15:00まで

北九州市教職員文化行事実行委員会
090（4345）9248【田中】

アズ漫画研究会55周年展
漫画・イラスト・フィギュア・その他

1/25㈫
～30㈰

10:00～
19:00

無　料
※1/25㈫は9:30から、
　30㈰は16:00まで

アズ漫画研究会
093（602）9648【伊藤】

呉旻俊書道展　共存、共栄、共生
書

2/7㈪
～13㈰

9:00～
19:00

無　料
※2/7㈪は14:00から、
　13㈰は16:00まで

高麗書芸研究会 英華支部
090（4982）7889【卞】

一先会　福岡支局展
書

2/23㈬・㈷
～27㈰

9:00～
18:00

無　料
※2/23㈬・㈷は13:00から、
　27㈰は17:00まで

一先会
093（741）3001【木本】

第13回 絵画クラブ カンヴァス 絵画展
洋画

2/28㈪
～3/6㈰

9:00～
17:00

無　料
※2/28㈪は12:00から、
　3/6㈰は15:00まで

絵画クラブ カンヴァス
093（741）3680【宮田】

展
示
室
2

穴生学舎 写真クラブ　合同作品展
写真

1/10㈪・㈷
～16㈰

9:00～
17:00

無　料
※1/10㈪・㈷は12:00から、
　16㈰は15:00まで

穴生学舎 写輪会
080（3181）6799【合戸】

第7回 写友水巻写真展
写真

1/24㈪
～30㈰

9:00～
17:30

無　料
※1/24㈪は12:00から、
　30㈰は16:00まで

写友水巻
090（2583）3810【定村】

絵画クラブ「風の会」展示会
洋画・日本画

2/7㈪
～13㈰

9:00～
18:00

無　料
※2/7㈪は12:00から、
　13㈰は16:00まで

絵画クラブ「風の会」
080（8359）0571【伊藤】

「みんな晴れの日」展
水彩画・立体作品・絵本等

2/26㈯
～27㈰

10:00～
17:00

無　料
※2/27㈰は16:00まで

カワイ絵画造形教室
090（7382）2796【松尾】

絵画研究クラブ「一五一絵」作品展示会
洋画

2/28㈪
～3/6㈰

9:00～
17:00

無　料
※2/28㈪は11:00から、
　3/6㈰は16:00まで

絵画研究クラブ「一五一絵」
090（2855）7090【水田】
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1・2 月

2022.  January / Februaryかるかる

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始（12/29～1/3）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

マリコとオペラ！
あぁ、オペラって楽しい！　人気作家 林真理子が誘うオペラの世界 1/15㈯ 14:00

一般 ￥6000
友の会 ￥5500

U25 ￥3000
※全席指定

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

北九州エンジョイント事業　八幡西市民アカデミー「かがやき塾」
かがやきコンサート 1/29㈯ 13:30 ￥500

※中学生以下無料

八幡西区役所コミュニティ支援課生涯学習係
093（642）1338

フラ・ハーラウ プアナニ発表会　Hoike＆Uniki 1/30㈰ 12:00 ￥500
※当日¥100増

フラ ハーラウ プアナニ
090（8409）5887【小柳】

KOBUDO―古武道―　～尺八・チェロ・ピアノコンサート～ 2/6㈰ 15:00

一般 ￥ 5500
ペア券 ￥10500

高校生以下 ￥ 3000
※対象：5歳以上（託児あり）
※友の会会員は一般、ペア券
　各￥500割引
※当日各¥500増
※全席指定

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

北九州マリンバオーケストラ RIM Concert vol.8
北九州から世界へ!!　輝けマリンバ！ 2/11㈮・㈷ 14:00

一般 ￥3000
友の会 ￥2500

U25 ￥1500
※対象：4歳以上（託児あり）
※当日各¥500増
※全席指定

Parade Piece 10th Concert 2/20㈰ 13:30 無　料 Parade Piece 10th Concert
080（5285）0417【中村】

子どもの未来をひらく　ヴァイオリンコンサート 2/27㈰ 14:00
無　料

※要事前申込、定員200組
　(400名) 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

中
ホ
ー
ル

第78回 新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
マリンバ、ヴィブラフォン、パーカッションの魅力 1/13㈭ 13:00 ￥500

池坊八幡支部巡回講座 1/16㈰ 12:30 無　料 華道家元 池坊八幡支部
090（2503）1870

北九州シティオペラ　新春オペラコンサート 1/19㈬ 19:00 ￥3000 NPO法人  北九州シティオペラ
080（1765）3478

北九州子ども劇場　2月高学年部例会（中学生以上）
「にんじん」（梅治の会） 2/13㈰ 18:30

会　費
※子ども劇場会員でない方は

お問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）3834

第79回 新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
THE うた 2/17㈭ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

北九州子ども劇場　2月乳幼児部例会
「ドレミきんぎょ」（オフィス・サラエ） 2/22㈫ 11:00

会　費
※子ども劇場会員でない方は

お問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）3834

びっくりにっこりコンサート in 北九州 2/23㈬・㈷ 14:00 ￥999 NPO法人 フュージョン・フォア
090（7295）9411【白井】

大分県立芸術文化短期大学音楽科・専攻科
福岡出身学生による　Spring Concert 2/28㈪ 17:30 無　料 大分県立芸術文化短期大学福岡県人会

080（2776）1151

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360　 9:00～22:00　
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎IC」約6分　 年末年始（12/29～1/3）八幡西生涯学習総合センター 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバなどを演奏するミニコンサートを実施

1/8㈯
12:00～
13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB

093（671）0411【石橋】
2/12㈯

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎バスセンター」徒歩1分　 1/1、2、12、2/2、16北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

書初めを体験しよう！
今年の目標を書いてみませんか？楽しみながら書道に親しむことができます 1/10㈪・㈷ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555
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演劇・舞踊　 音楽　 美術・展示　 映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
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1・2 月 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　「尾倉町」徒歩5分　 年末年始（12/29～1/3）北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
写真でめぐるまち歩き〜若松・八幡・戸畑の歴史〜写真パネル展
北九州市西部の歴史を写真でたどる展示会

12/18㈯
～1/6㈭

10:00～
17:00

無　料
※1/6㈭は14:00まで 旧百三十銀行ギャラリー

093（661）9130九州朝鮮中高級学校美術部展 「　　　」あなたが名付ける展示会
部員による洋画・映像・工芸作品を約20点展示

1/8㈯～
10㈪・㈷

10:00～
18:00

無　料
※1/10㈪・㈷は16:00まで

古布創作手作り人 展
古布材料・着物リメイク服・小物などの展示など

2/4㈮ 10:00～
17:00 無　料 さくらこ

090（5283）22735㈯ 10:00～
15:00

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）、
Web事前予約が必要　 「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始（12/29～1/1）、毎年６月下旬頃(約１週間)　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

「世界遺産ビジターセンター」開設 障
8エリア・23資産で構成される世界遺産「明治日本の産業革命遺産」を紹介 開設中～3/31㈭

要常設展観覧料
大人 ￥600

高大生 ￥360
小中生 ￥240

いのちのたび博物館
093（681）1011

企画展「わくわくタイムトラベル　いま・むかし」 障
大正・昭和前期と昭和後期の二つの時代の道具やくらしの変化について紹介 11/6㈯～3/31㈭

要常設展観覧料
大人 ￥600

高大生 ￥360
小中生 ￥240

東アジア友好博物館交流事業巡回展「厠、トイレになる」紹介 障
仁川広域市立博物館でおこなわれた特別展をパネルや動画で紹介 11/19㈮～3/31㈭

要常設展観覧料
大人 ￥600

高大生 ￥360
小中生 ￥240

特別展「博物館のお正月2022〜開館20周年Yearの幕開け〜」 障
干支である「虎」のはく製や虎にまつわる歴史的資料などを展示 1/2㈰～31㈪

要常設展観覧料
大人 ￥600

高大生 ￥360
小中生 ￥240

歴史講演会「弥生時代文字文化の探究」
講師:国学院大学客員教授 柳田康雄氏 1/15㈯　13:30

資料代 ￥500
※小学生以下は保護者の参加

が必要
※定員100名(当日先着)

室内講座「透明標本で骨のでき方をみてみよう！」
カエル・サンショウウオなどの透明骨格標本を観察し、骨のつくりなどを学ぶ 1/23㈰　13:30

無　料
※対象：小学生以上
※小学生は保護者同伴
※要事前申込、定員20名(抽選)、
　1/9㈰締め切り

室内講座「アンモナイトについて学ぼう！」
アンモナイト化石の基本から最新の研究成果まで、実物化石も用いながら紹介 2/13㈰　14:00

無　料
※対象：小学生以上
※小学生は保護者同伴
※要事前申込、定員20名(抽選)、
　1/30㈰締め切り

歴史講演会「家老の忠義－細川家家老松井康之と興長－」
講師:八代市立博物館 林千寿氏 2/19㈯　13:30

資料代 ￥500
※小学生以下は保護者の参加

が必要
※定員100名(当日先着)

室内講座「小倉織入門教室」
江戸時代豊前小倉の特産品であった小倉織の歴史や特徴、作り方について学ぶ 2/26㈯　13:30

材料代 ￥1000
※対象：高校生以上
※要事前申込、定員16名(抽選)、
　2/12㈯締め切り

ジオツアー「“化石と景観”を楽しむバスハイク！」
北九州市の化石の産地や景勝地をめぐり、大地の恵みを体感する 2/27㈰ 12:45

保険代 ￥500
※対象：小学生以上
※小学生は保護者の参加が必

要
※要事前申込、定員15名（抽

選）、2/13㈰締め切り
※会場：若松北海岸、門司港レ

トロの梅花石、戸畑の夜宮
の大珪化木

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

長崎街道ひなまつり　木屋瀬宿〜立場茶屋銀杏屋 障
ひなまつりの展示を記念館を含めた街道沿線4施設で開催　詳細は記念館まで 2/12㈯～3/27㈰

一般 ￥240
高校生 ￥120

小中学生 ￥ 60 北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
093（619）1149こ

や
の
せ
座

こやのせ座 NEW YEAR コンサート2022
響ホール室内合奏団による弦楽四重奏コンサート 1/23㈰ 14:00

13:30開場

大人 ￥500
中学生以下 ￥200

※当日大人￥300増、
　中学生以下￥100増

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00～17:30（入館は17:00まで）
九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分　「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 
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イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

平尾台初日の出会
カルスト台地で初日の出を見よう（日の出予想時刻：7時20分頃） 1/1㈯・㈷ 6:00～

8:00
無　料

※中学生以下、保護者同伴
※雨天中止

平尾台自然の郷
093（452）2715

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 10:00～16:00(12月～2月）　 「小倉南IC」約20分　 「石原町駅」からタクシー、おでかけ交通で約15分　
（モノレール）「企救丘駅」からタクシーで約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）、年末年始（12/28～1/5）、1/1初日の出会平尾台自然の郷 

■�若松市民会館改修工事のお知らせ�
若松市民会館は令和３年４月から令和４年３月の間、全面休館し大規模改修工事を実施いたします。 
改修工事期間中、予約受付業務はJR若松駅舎内仮事務所（若松区白山１－18－１）にて行います。〈若松市民会館　TEL093（771）8131〉

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00　 「若松駅」徒歩1分　
「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始　 110台（共用）　若松市民会館 

小倉北区大門1-6-43　 093（571）2735　 9:00～22:00　 「西小倉駅」徒歩10分　
「小倉北警察署前」徒歩1分、「小倉城松本清張記念館前」徒歩2分　 年末年始（12/29～1/3）北九州市立生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ま
い
な
び

ギ
ャ
ラ
リ
ー

絵画クラブ「彩」作品展 1/14㈮～28㈮ 無　料 090（8764）3760【東】

写友会28 写真展 2/2㈬～16㈬ 無　料 090（2960）7177【古柴】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

館
内
ホ
ー
ル

いきものトーク
水環境館スタッフが生き物についてお話をします

1/9㈰
13:00 無　料 水環境館

093（551）3011
2/6㈰

おとぎぞうしの会
朗読劇「古事記」（1時間程度）を行います 2/13㈰ 13:00 無　料

小倉北区船場町1-2　 093（551）3011　 10:00～19:00　 「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　
「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　 火曜日（ただし夏休み、冬休み、春休み期間中は開館）、年末年始水環境館 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童
劇
場

こどもシアター（1月）
いたずら子ネコ　日本の昔ばなし　こぶとり爺さん・たにし長者 1/9㈰ 14:00

無　料
※未就学児は保護者同伴
※要事前申込（電話）、
　定員先着40名

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

おはなしワールド
読み聞かせ　紙芝居　布絵本など　出演：ブックネットワーク北九州

1/22㈯
14:00

無　料
※未就学児は保護者同伴
※要事前申込（電話）、
　定員先着40名2/26㈯

こどもシアター（2月）
げんきげんきノンタン①～⑤　ディズニー名作アニメ集　①アリとキリギリス　ほか 2/6㈰ 14:00

無　料
※未就学児は保護者同伴
※要事前申込（電話）、
　定員先着40名

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00　
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/31～1/3）　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

八幡東区枝光本町8-26　 080（3998）9007　 10:00～22:00
「枝光駅」徒歩10分　 「枝光本町」徒歩3分

不定休　 近隣駐車場あり。駐車許可証をお渡しするので事前にお立ち寄りください。枝光本町商店街アイアンシアター 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

劇団C4　第28回公演「かりふぉるにあ☆どりぃ～みん」

2/5㈯
14:00

一般 ￥2500
学生 ￥2000

※対象：小学生以上
※当日各￥500増

劇団C4
093（931）8108

19:00

6㈰
12:00

17:00

小倉北区室町1-1-1 リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）および館内整理日　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

こぐまちゃんとしろくまちゃん　絵本作家・わかやまけんの世界 障
「こぐまちゃんえほん」を描いた、わかやまけんの創作の全貌を紹介 11/27㈯～1/23㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 600

※20名以上の団体料金
　一般 ￥1000　高大生 ￥600
　小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215



かるかる 3・4月号の《初校》原稿の送付   返信先　 FAX 093-562-3029
メール m-okaguchi@kicpac.jp

(公財)北九州市芸術文化振興財団　かるかる担当：岡口
TEL 093-562-2520　

※以下の掲載内容についてご確認いただきますようお願いいたします。
※修正、追加などの変更はFAXまたはメールでご返送ください。（修正がない場合でもその旨メールか下記の □修正なし にチェックしてご返送ください。）
※施設詳細（アクセス方法・バス停名・休館日など）に変更がある場合も必ずFAX・メールにてご返送ください。
※誤植を防ぐため、主催者様への確認はできる限り文書にて行っていただきますようお願いいたします。

　 以下の内容について　
　 □ 修正あり　　□ 修正なし

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　 音楽　 美術・展示　 映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます
　必ず各問合せ先または施設へご確認ください

障害者手帳減免があります 12

1・2 月 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　北九州市立小倉城庭園 

■�北九州市立小倉城庭園休館のお知らせ�
北九州市立小倉城庭園は空調改修工事と企画展示室改修工事のため休館します。（休館期間：令和３年11月６日から令和４年３月31日）〈北九州市立小倉城庭園　TEL093（582）2747〉

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
到津の森のお正月
羽子板・竹馬を使ったお正月遊びや新春○×クイズ大会などを開催

1/2㈰
～3㈪

10:00～
17:00

無　料
※別途入園料が必要

到津の森公園
093（651）1895

到津の日
1月の第2水曜日は入園無料、先着100名に粗品進呈 1/12㈬ 無　料

ミモザフェア
園内のミモザの開花にあわせてさまざまなイベントを開催 2/19㈯～3/6㈰ 無　料

※別途入園料が必要

小倉北区上到津4-1-8　 093（651）1895　 9:00～17:00、1/2、3は10:00から
「到津の森公園前」徒歩1分　 火曜日、年末年始（12/30～1/1）、1/19～21到津の森公園 

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）　
火曜日（ただし12/28、1/4は開館）、年末年始（12/31～1/3）、館内整理日（2/14～16）北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

北九州国際漫画祭2021� 障
4コマ漫画の国際コンクールや、ポーランドコミックなど、漫画を通じた異文化の紹介と展示 12/11㈯～1/30㈰

一般 ￥200
※当日常設展チケット、年間

パスポート、学生証提示者
などは無料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室

あ
し
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

収蔵作品展～神江里見～� 障
北九州・門司出身の漫画家 神江里見の作品を収蔵原画で約50点紹介 10/16㈯～1/30㈰

常設展入館料が必要
一般 ￥480

中高生 ￥240
小学生 ￥120

デビュー45周年　高橋葉介原画展� 障
「夢幻紳士」シリーズなど幻想的な作品で知られる漫画家・高橋葉介の原画展 2/5㈯～4/10㈰

常設展入館料が必要
一般 ￥480

中高生 ￥240
小学生 ￥120

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画読書会　2021年イチ押しの漫画を紹介しよう！� 障
2021年を振り返り、各々の漫画大賞を決定しよう！ 1/21㈮ 17:30～

19:00

常設展入館料が必要
一般 ￥480

中高生 ￥240
小学生 ￥120

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

第227回北九州市民寄席「柳家三三」独演会
落語会 2/12㈯ 14:00 ￥3900

※当日￥500増

NPO法人 古典落語を守る会
080（2024）4774

小倉北区民文化祭　小倉北邦舞の会
日本舞踊　番組23番 2/20㈰ 12:00 ￥1000

※中学生以下無料
090（2852）9052【藤間】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　
所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始（12/29～1/3）　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新
館
7
階

大
画
廊

特選版画展 1/19㈬～2/15㈫ 無　料

小倉井筒屋　美術画廊
093（522）2521

清水新也　油絵展 2/16㈬～22㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

掛軸、絵画　特別ご奉仕会 1/12㈬～18㈫ 無　料
－100年の時を超えてー　オールドノリタケ展
陶器 1/19㈬～25㈫ 無　料

時の音色・森の旅人　ゆのん　風のおるごーる展 1/26㈬～2/1㈫ 無　料

薮内佐斗司の造形展
彫刻 2/9㈬～15㈫ 無　料

逆瀬川京子　ステンドグラス展 2/23㈬・㈷～3/1㈫ 無　料
新
館
7
階

大
画
廊

・
小
画
廊

年末年始　絵画　お宝市 12/22㈬～1/11㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休、1/1小倉井筒屋 

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）　
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「市立中央図書館・文学館前」徒歩1分　
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立文学館 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

詩の水脈　―北九州�詩の100年―� 障
北九州地域における詩の歴史とそれを担った詩人たちを紹介する 10/23㈯～1/30㈰

一般 ￥500
中高生 ￥120
小学生 ￥ 60

北九州市立文学館
093（571）1505
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TEL 093-562-2520　

※以下の掲載内容についてご確認いただきますようお願いいたします。
※修正、追加などの変更はFAXまたはメールでご返送ください。（修正がない場合でもその旨メールか下記の □修正なし にチェックしてご返送ください。）
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　 以下の内容について　
　 □ 修正あり　　□ 修正なし

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　 音楽　 美術・展示　 映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます
　必ず各問合せ先または施設へご確認ください
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1・2 月

2022.  January / Februaryかるかる

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2
階
ホ
ー
ル

マンスリーシアター（1月）
「男はつらいよ　寅次郎恋やつれ（第13作）」 1974年 松竹 1/23㈰

14:00
13:00から
整理券配布

無　料
※定員50名 関門海峡ミュージアム

093（331）6700マンスリーシアター（2月）
「馬鹿が戦車でやって来る」 1964年 松竹 2/27㈰

14:00
13:00から
整理券配布

無　料
※定員50名

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 10:00～17:00（当面の間、時短営業）　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 門司

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります　 「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　 80台（有料）北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

絶対青春合唱コメディ『SING!!!』
ー空の青と海の青と僕らの学校ー

1/14㈮ 18:00
SS席 ￥10800
S席 ￥ 8800
A席 ￥ 6800

※対象：小学生以上
※当日￥200増
※全席指定

K.B.S.Project
050（3324）6751

15㈯ 13:30

MISIA　星空のライヴ　ACROSS THE UNIVERSE 2/4㈮
15:30 ￥9900

※対象：小学生以上
※全席指定

キョードー西日本
0570（09）242419:00

令和3年度 北九州市小・中学生合唱フェスティバル 2/6㈰
10:00

無　料 北九州市教育委員会
093（582）236814:00

第47回 日本フィル in Kyusyu 北九州演奏会 2/13㈰ 14:00

RS席 ￥7000
SS席 ￥6000
Ｓ席 ￥5500
Ａ席 ￥4500
学生 ￥3500

日本フィル北九州公演実行委員会
090（4997）5500

ジェントル・フォレスト・ジャズ・バンド 2/23㈬・㈷ 15:00 A席 ￥5800
B席 ￥5300

MIN-ON北九州
093（884）1833

恐竜ラボ！ディノサバイバル　DINO-A-LIVE 2/26㈯

10:30 P席 ￥5800
S席 ￥3900
A席 ￥3500

※2歳以下は膝上観賞無料、
　席が必要な場合はチケット

が必要
※全席指定

キョードー西日本
0570（09）242413:30

16:30

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

門司港アートワーフ写真展
「門司港アートワーフ」の様子を約50点の写真パネルで振り返ります 2/1㈫～8㈫

無　料
※会期中は無休
※2/1㈫は12:00から、8㈫は

15:00まで
※会場：旧門司税関2階

門司港美術工芸研究所
093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始（12/29～1/3）門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

「映画の街・北九州」特別企画　郷土ゆかりの映画資料展
「北九州フィルム・コミッション国際映画祭」「アートシネマ」の連携企画としてポスター約90点を展示 10/6㈬～1/10㈪・㈷ 無　料

松永文庫
093（331）8013「名作洋画資料展 特集：アカデミー賞受賞作品」

米アカデミー賞（作品賞）より、歴代の受賞作の映画資料を約160点展示 1/13㈭～4/3㈰ 無　料

門司区西海岸1-3-5（旧大連航路上屋1F）　 093（331）8013　 10:00～17:00（状況により変更あり）　
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、展示替期間、年末年始（12/29～1/3）松永文庫 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの　入門編 ―色彩・文様・造形をたのしむ 障
各時代を豊かに彩ってきた日本のやきもの。その美の変遷を紐解きます 1/14㈮～3/21㈪・㈷

一般 ￥500
高・大学生 ￥300

※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093（332）0251

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　 「門司港駅」徒歩8分　
「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ホ
ー
ル

門司市民会館まつり　「舞の祭典」
藤扇萊玉一門会、真寿会、若生千翔一門会、松川流による日舞・創作舞踊など 2/27㈰ 12:00 ￥1000

※前売・当日共

門司市民会館
093（321）2907

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　 「門司港駅」徒歩13分　
「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）門司市民会館 門司



かるかる 3・4月号の《初校》原稿の送付   返信先　 FAX 093-562-3029
メール m-okaguchi@kicpac.jp

(公財)北九州市芸術文化振興財団　かるかる担当：岡口
TEL 093-562-2520　

※以下の掲載内容についてご確認いただきますようお願いいたします。
※修正、追加などの変更はFAXまたはメールでご返送ください。（修正がない場合でもその旨メールか下記の □修正なし にチェックしてご返送ください。）
※施設詳細（アクセス方法・バス停名・休館日など）に変更がある場合も必ずFAX・メールにてご返送ください。
※誤植を防ぐため、主催者様への確認はできる限り文書にて行っていただきますようお願いいたします。

　 以下の内容について　
　 □ 修正あり　　□ 修正なし

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　 音楽　 美術・展示　 映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます
　必ず各問合せ先または施設へご確認ください

障害者手帳減免があります 14

1・2 月 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第75回全日本学生音楽コンクール 北九州大会受賞記念演奏会
～若き演奏家たちのNew Year Concert ～ 1/9㈰ 11:00

一般 ￥2200
学生（大学生以下） ￥2000
※対象：小学生以上

毎日新聞社西部本社事業部
093（511）1119【加藤】

響ホールリサイタルシリーズ　中川英二郎［トロンボーン］
J.S.バッハ：G線上のアリア、中川英二郎：Into the Skyほか 1/15㈯ 14:00

一般 ￥3000
25歳以下（要証明） ￥2000
※対象：小学生以上
※当日各￥500増
※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

響ホールワンコインコンサートvol.29
会田莉凡［ヴァイオリン］
エルガー：愛のあいさつ、ラヴェル：ツィガーヌほか

2/3㈭ 11:45
一般 ￥500

※対象：小学生以上
※全席指定

レセプショニスト入門講座
コンサートホールでのおもてなしの心を伝える接遇マナー体験 2/5㈯ 10:00～

16:00

無　料
※対象：高校生以上
※要事前申込（響ホール窓口、

郵送、fax、E-mail）、定員
40名（応募者多数の場合抽
選）、1/20㈭必着

貞国音楽院　ピアノ・バイオリン・チェロ発表会 2/6㈰ お問い合わせ
ください

無　料
※関係者のみ

貞国音楽院
090（9470）9655【貞国】

合唱団はぐるま　第2回演奏会
混声合唱とピアノのための鉄道組曲、『長崎は今日も雨だった』ほか 2/13㈰ 14:00

一般 ￥1000
学生（大学生以下） ￥ 800
※未就学児無料
※全席自由　

合唱団はぐるま
090（8408）3543【宮本】

響ホールリサイタルシリーズ　笹沼樹［チェロ］&入江一雄［ピアノ］
ショパン：序奏と華麗なるポロネーズ、ブラームス：チェロ・ソナタ第2番ほか 2/19㈯ 14:00

一般 ￥3000
25歳以下（要証明） ￥2000
※対象：小学生以上
※当日各￥500増
※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

北九州市民吹奏楽団　第40回定期演奏会
たなばた、吹奏楽のための第二組曲（リード）、千と千尋の神隠しメドレー 2/20㈰ 14:30

一般 ￥500
※小学生以下無料
※全席自由

北九州市民吹奏楽団
090（8660）9309【青野】

浦野さやかファゴットコンサート　Vol.7
ファゴットとマリンバ・打楽器のコラボレーション 2/23㈬・㈷ 15:00

一般 ￥2500
学生（大学生以下） ￥1500
※小学生以下無料
※当日各￥500増
※全席自由

ハイマートシュタット
093（883）1548【浦野】

響ホール室内合奏団　第39回定期演奏会 『～ロシア音楽の鼓動～』
芥川也寸志：弦楽のための陰画、ショスタコーヴィチ：弦楽四重奏曲8番ほか 2/27㈰ 15:00

A席 ￥4000
B席 ￥3000

B席学生（高校生以下） ￥1000
※対象：小学生以上
※全席指定　

認定NPO法人 響ホール室内合奏団
093（647）0565【中村】

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 公演によって異なります　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

外国風景・花に遊ぶ日本画展
日本画・水墨画 1/5㈬～11㈫ 無　料

※1/5㈬は13:00から

小倉南美術協会　日本画（彩色）部会
093（962）6467

Freestyle photo club　第4回 巡回展
写真 1/12㈬～18㈫ 無　料 Freestyle photo club

090（4519）9182

古布コラージュ・アート
額装・軸装・アートパネル・小物など（古布をリメイクしたコラージュ作品） 1/19㈬～25㈫ 無　料

※1/19㈬は13:00から

古布コラージュ・アート はっ晃
090（2510）4458

令和3年度　周望学舎　修了記念作品展
書道・陶芸・写真 2/2㈬～8㈫

無　料
※2/2㈬は13:00から、
　8㈫は15:00まで

北九州市立年長者研修大学校
周望学舎

093（591）2626
慧（けい）心書道展　安藤幽石書展
書道 2/9㈬～15㈫ 無　料 慧心書道会

090（7456）6503

第22回 小倉北美術協会書道部会 会員・会友展
書道 2/16㈬～22㈫ 無　料 小倉北美術協会書道部会

093（522）6879

北九州フォト部　第9回 写真展
写真 2/23㈬・㈷～3/1㈫ 無　料 北九州フォト部

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～18:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は16:00まで

「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

レトロクウポンDEお年玉
お買い上げごとに、豪華景品が当たる福引券を1枚進呈 1/1㈯・㈷～3㈪

門司港レトロお得クウポン1枚 ￥1000
※関門海峡ミュージアム入場料
　大人￥500、小中学生￥200
※主に門司港地区の観光施設

や飲食店などで利用可能
※有料展示エリア観覧は別途

入場料が必要

関門海峡ミュージアム
093（331）6700

門司区西海岸1-3-3　 093（331）6700　 10:00～17:00（当面の間、時短営業）　
「門司港駅」徒歩5分　 年５回関門海峡ミュージアム 門司



かるかる 3・4月号の《初校》原稿の送付   返信先　 FAX 093-562-3029
メール m-okaguchi@kicpac.jp

(公財)北九州市芸術文化振興財団　かるかる担当：岡口
TEL 093-562-2520　

※以下の掲載内容についてご確認いただきますようお願いいたします。
※修正、追加などの変更はFAXまたはメールでご返送ください。（修正がない場合でもその旨メールか下記の □修正なし にチェックしてご返送ください。）
※施設詳細（アクセス方法・バス停名・休館日など）に変更がある場合も必ずFAX・メールにてご返送ください。
※誤植を防ぐため、主催者様への確認はできる限り文書にて行っていただきますようお願いいたします。

　 以下の内容について　
　 □ 修正あり　　□ 修正なし

1月28日（木）12:00 までにご回答ください。
校了日は2月9日（火）です。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　 音楽　 美術・展示　 映像・その他催し
※12月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます
　必ず各問合せ先または施設へご確認ください
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1・2 月

2022.  January / Februaryかるかる

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、施設の臨時休館、催しの中止・延期となる場合がございます
最新の情報は各施設のホームページをご確認ください

■�北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ�
北九州芸術劇場は中劇場の施設・設備の修繕工事を実施いたします。（工事予定期間：令和４年１月17日から令和４年３月20日）〈北九州芸術劇場　施設利用係　TEL093（562）8436〉

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

九州交響楽団ニューイヤーコンサート2022（北九州） 1/9㈰ 15:00
14:00開場

S席 ￥4000
A席 ￥3000

学生（大学生以下） ￥1500
車いす席 ￥3000

※対象：小学生以上
※全席指定

九響チケットサービス
092（823）0101

オハッド・ナハリン／バットシェバ舞踊団「HORA」
躍動する身体、息をのむ60分間。世界が熱狂する舞踊団、日本初上陸作！ 1/26㈬ 19:00

一般 ￥6000
ユース ￥3000

高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上
※全席指定

北九州芸術劇場
093（562）2655

NHK北九州放送局開局90年「NHKのど自慢」 1/30㈰ 11:50
11:15開場

無　料
※事前抽選制、観覧申込は

12/27㈪締め切り
※全席指定

北九州市役所企画調整局
地方創生推進室
093（582）2174

「ロッキー・ホラー・ショー」
ロックミュージカルの金字塔！５年ぶりに、狂乱のパーティーが帰ってくる！

2/4㈮ 18:30 一般 ￥12000
U-25 ￥ 6000

※対象：小学生以上
※全席指定

ピクニックチケットセンター
050（3539）83305㈯～

6㈰ 13:30

ウィリアム・フォーサイス「THREE QUIET DUETS」
現代のバレエ、コンテンポラリー・ダンス界の巨星による最新作の来日公演 2/12㈯ 14:00

一般 ￥6000
ユース ￥3000

高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上
※全席指定

北九州芸術劇場
093（562）2655

中
劇
場

新春シャンシャンシャン 1/9㈰ 15:00
￥2000

※対象：小学生以上
※全席自由

北九州にぎわい製作所
080（3224）5939【田中】

北九州子ども劇場　子どものための地域舞台公演
「ピアニカの魔術師」（サウンドポケット） 1/10㈪・㈷ 14:30

大人 ￥3000
子ども（高校生以下） ￥2500
※全席自由

北九州子ども劇場
093（884）3834

北九州市民劇場1月例会
無名塾「左の腕」

1/11㈫ 18:30

会　費

※対象：小学生以上
※市民劇場会員でない方は
　お問い合わせください
※全席指定

北九州市民劇場
093（541）0075

12㈬ 13:30

13㈭ 12:30

14㈮～
16㈰ 13:30

小
劇
場

大人も一緒に子どもたちの劇場シリーズ2021―海外編―
「ダルレの話」
韓国からやって来る、戦禍での家族の愛と絆を描く人形劇

1/15㈯
14:00

大人 ￥2500
子ども（高校生以下） ￥1000

親子セット券 ￥3000
※対象：3歳以上
※全席自由

北九州芸術劇場
093（562）2655

16㈰

北九州芸術劇場クリエイション・シリーズ
「まつわる紐、ほどけば風」
北九州の街から紡がれる、女性の生き方を問うドラマ

2/17㈭ 13:30

一般 ￥3000
ユース ￥2500

高校生〔的〕チケット ￥1000

※対象：小学生以上
※当日￥500増
※全席指定

18㈮ 19:00

19㈯
13:30

18:00

20㈰ 13:30

北九州子ども劇場　2月乳幼児部例会
「ドレミきんぎょ」（オフィス・サラエ） 2/23㈬・㈷ 11:00

10:50開場

会　費
※対象：3歳以下
※子ども劇場会員でない方は

お問い合わせください
※全席自由

北九州子ども劇場
093（884）3834

MONO　第49回公演「悪いのは私じゃない」
軽妙な会話の中に見え隠れする人間模様。京都の人気劇団が北九州へ！

2/26㈯ 18:30 一般 ￥3500
学生（大学生以下） ￥3000
高校生〔的〕チケット ￥1000

※対象：小学生以上
※当日￥300増
※全席指定

北九州芸術劇場
093（562）2655

27㈰
13:00

17:00

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

2
階

展
示
室

特別企画：学芸員の研究展
近代北九州の煉瓦と近現代考古学 12/21㈫～4/17㈰ 無　料

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室
093（582）0941

小倉北区金田町1-1-3　 093（592）3196　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　「西小倉駅」徒歩15分　
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩4分、「金田」徒歩8分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立埋蔵文化財センター 
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北九州市の芸術文化情報マガジン　
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北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

7月19日（月）PMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。




